
８／１（木）の発表

報道発表資料の配付日時 ８月１日（木）１５時００分

発 表 項 目 令和元年度「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」の採択に

（ 行 事 名 ） ついて

記者レクチャー (実施日時) 発 表 者

の お 知 ら せ 発表場所

文部科学省の「地域イノベーション・エコシステム形成プログラム」に、

概 要 北海道と北海道大学が共同で提案していた「北海道大学のスペクトル計測技

術による「革新的リモートセンシング事業」の創成」が採択され、北海道が

支援対象地域として決定されました。（７月３１日１４：００発表）

【採択事業の概要】

北海道大学のスペクトル計測技術を活用した

①北海道の主要農作物の生育診断技術の開発

②プランテーション作物の病害虫診断技術の開発

・事業期間：３年間

・事業規模：年間１．０億円～１．４億円程度

参 考

報 道 ( 取 材 )

に 当 た っ て

の お 願 い

他 の ク ラ ブ （場所）

と の 関 係 文部科学記者会（７月３１日 １４時００分 発表）

北海道教育庁記者クラブおよび科学記者会（８月１日 １５時００分 発表）

担 当 ［北海道大学窓口］

（ 連 絡 先 ） 大学院理学研究院地球惑星科学部門宇宙惑星科学分野（担当：高橋幸弘）

ＴＥＬ：０１１－７０６－９２４４

［北海道窓口］

経済部産業振興局科学技術振興室産学官連携グループ（担当：鷲頭）

ＴＥＬ：ダイヤルイン０１１－２０４－５１２７ 内線２６－８２７



【北大の事業概要】

１ 提案名

「北海道大学のスペクトル計測技術による「革新的リモートセンシング事業」の創成」

２ 提案者

北海道、北海道大学

３ 事業期間

令和元年（２０１９年）９月～令和４年（２０２２年）３月

４ 事業規模

年間１．０億円～１．４億円程度

５ 事業概要

国内の農業従事者の減少や、気候変動にも関連する可能性がある国内外の病害虫被害の爆発

的拡大が、農業における大きな課題になっています。それらの解決を目指すスマート農業におい

て、作物や圃場の状態把握を広範囲で把握できる衛星やドローンを用いたリモートセンシングは、

重要な基幹技術の一つです。

しかし、従来型のカメラを用いた計測では、生育や病害虫診断の精度に限界があり、多くの企業

が挑戦を続けているものの、ほとんどが大きな利益に繋がっていないのが現状です。一方、作物や

土壌の色を細かく分けて計測する精密スペクトル計測が、有用な情報をもたらすことは多くの事例

研究で報告されていますが、装置が高価・大型であり、またスペクトルは太陽の当たる角度とカメラ

の見る角度に依存して大きく変わってしまうことが、大きなネックになっています。

本事業では、北海道大学が特許を有する、安価なハンディ計測器やドローンを用いたスペクトル

計測手法、さらに、世界随一の性能を誇る衛星搭載スペクトルカメラを組み合わせることで、従来の

１／１０から１／１０００のコストでの精密スペクトル計測を可能にします。それらを用い、日射角度とカ

メラ方向の組み合わせを網羅した、スペクトルライブラリーを構築することで、作物の生育や病害虫

診断の精度を飛躍的に向上させると共に、実運用における観測頻度を桁違いに上げることができま

す。その結果、費用対効果を大幅に改善し、事業として成立させることを目指します。

また、本事業は、スペクトル及び圃場状態の計測技術を持つ大学・企業と、 IT 技術を持つ企業、
農業従事者につながる企業などからなる、北海道衛星データ利用ビジネス創出協議会（事務局

：北海道）のプロジェクトチームと連携して実施するとともに、こうした精密スペクトル計測

に基づく高度なリモートセンシング技術の農業以外の分野への展開可能性についても、北海

道衛星データ利用ビジネス創出協議会と公益財団法人北海道科学技術総合振興センター（ノ

ーステック財団）が連携して調査を行います。



６ 全体イメージ



【地域イノベーション・エコシステム形成プログラムの事業概要】

１ 目的

地域の成長に貢献しようとする地域大学等に、事業プロデュースチームを創設し、地域

の競争力の源泉（コア技術等）を核に、地域内外の人材や技術を取り込み、グローバル展

開が可能な事業化計画を策定し、社会的インパクトが大きく地域の成長とともに国富の増

大に資する事業化プロジェクトを推進する。

２ 支援対象

以下の取組に対し支援する。

（１）イノベーション・エコシステム（※）形成に不可欠な成功モデルとなる可能性を

有する事業化に向けた研究開発プロジェクト（事業化プロジェクト）

（２）イノベーション・エコシステムを形成し、持続的に機能させるために必要となる

基盤づくり（基盤構築プロジェクト）

（３）（１）、（２）の活動を支える事業プロデューサー等の活動（事業プロデュース活動）

（※）「イノベーション・エコシステム」とは、行政、大学、研究機関、企業、金融機関

などの様々なプレーヤーが相互に関与し、絶え間なくイノベーションが創出される、

生態系システムのような環境・状態をいう。

３ 提案者

大学等と地方自治体（都道府県、政令指定都市）の共同提案

４ 事業開始年度

平成２８年度

５ 今年度採択件数

２地域

参考：昨年度までの採択件数

１９地域

平成２８年度：４地域

平成２９年度：１０地域

平成３０年度：５地域


